







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































23.  ……是時，太原地界所由告，節度使薩□ 
24.  □訓 (巡)延入太原城内居住。其年有敕，天下置般舟道場，諸寺 
 衆 
25.  □申拔。於[是]，節度使請法照和尚爲道場主守，頻詞説不放，即 
26.  [作]道場。思惟修習，即作念佛法事，並作般舟梵。未經旬日，即 
有數千人， 








時代の特徴と見ることができよう44。以下に 9 世紀初と見られる S.542V「諸
寺丁壮車牛役簿」によってその様子を若干窺って見よう45。 
 
  169.  戌年六月十八日諸寺丁壯車牛役部(簿) 
    170.  龍興[寺] 王仙  泥匠。 
    171.    仙王  看磑。 
    172.    張進國  守囚五日，四月廿四日差。迴造粳米三日，稻壹駄半。寅年死。迴造稻穀两駄。 
    173.  張善德 團頭。丑年九月七日死。 
    174.  曹進玉 六月，修倉两日。子年正月，守囚五日。子年， 送瓜州節度使粳米。丑年，送劉教授廓州。     
175.  張進卿 逃走。 
  176.    史朝朝 修倉五日。園梨放五日。廻造稻两駄。 
  177.  朱進興 差入山西 州廿日取羊。亥年役。子年十二月，差舂稻两駄。 
  178.  張光子 六月，修倉两日。車頭。廻造米粟一駄半。 
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27 敦煌が陷落した年代は、目下主要な說として以下の三つの學說がある。






京都 31 冊、1961 年、209 頁）では 781 年とする。（三）池田温氏「丑年




上山大峻氏「曇曠と敦煌の佛教學」（『東方學報』、京都 35 冊、1964 年）。
（二）を支持するものに山口瑞鳳氏「書評 曇曠と敦煌の佛教學」（『東洋學






（『敦煌學輯刊』第 1 期、1985 年、1-7 頁）がある。ほかに現在新たな說
には（六）安忠義氏（「吐蕃攻陷沙州城之我見」、『敦煌學輯刊』、1992 年
1-2 期）の 788 年說もあり、検討の餘地が殘る。上の學說に關しては詳し
くは上山大峻氏「西明寺學僧曇曠と敦煌の佛教學」（『敦煌佛教の研究』、法
藏館、1990 年、25-31 頁）、金瀅坤氏「敦煌陷蕃年代研究綜述」（『絲綢之
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